








研究目的

　胎児が I cell 病の可能性の高い妊娠において,胎児が I cell 病か否か診断

するには幾つかの方法がある。われわれは,羊水上清の酸性水解酵素活性の増

加,培養羊水細胞の酸性水解酵素活性の低下,培養羊水細胞における封入体の存

在の 3 点が証明されれば胎児を I cel1 病と診断することができると思ってい

る。その後,胎児が本症の場合に羊水上清の mannosidaserこ酵素学的な異常が

みられることを見出し,胎児診断においてこれを証明すれば,その診断の精度を

更に高めることが可能となったので報告する。


